
写真1　TouchRTKStationはアンテナ一体型のGNSS受信機で，
RTK−GNSSの基準局と移動局の機能が使える 図1　TouchRTKStationはアンテナ一体型の構成
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● システム構成
　写真1に示すのが，「TouchRTKStation」と呼んで
いるアンテナ一体型GNSS受信機です．
　タッチパネルで操作できるようになっており，ノー
トPCを介さずに，RTK−GNSSの基準局，移動局の
機能が使えるようになっています．システム構成を図
1に示します．TouchRTKStation は Raspberry Pi 3
にタッチパネルディスプレイを接続し，Raspberry Pi 
3のUSBポートにNEO−M8P（ユーブロックス製）の
GNSS受信機を接続しています．また，交換可能なモ
バイル・バッテリを背面に搭載し，DC−DCコンバー
タでRaspberry Pi 3用の5 Vを供給しています．これ
らは全て，3Dプリンタで作られたケースに入れてお
り，専用のGUIを用意することで，アンテナ一体型
GNSS受信機として利用できます．
● 3通りの利用手段
　TouchRTKStation の利用手段を図2に示します．
基準局，移動局どちらで利用する場合でも移動局と基
準局間の何かしらの通信手段が必要です．図2（a）に

　GNSS受信機NEO−M8P/T（ユーブロックス製）
を屋外で使用する場合には，アンテナのほかに制御
用のノートPCやDC電源が必要であり，持ち運び
に不便です．
　そこで本機はノートPCの代わりにRaspberry Pi
を使用し，電源にはモバイル・バッテリを搭載しま
した．さらに，キーボードやマウスを使わずに操作
できるようタッチパネルを用いています．
　ソフトウェアはPythonで書かれた自作のGUIを
自 作 し，GNSS の 処 理 機 能 は Linux で 動 作 す る
RTKLIBを使用しています．
　ケースは3Dプリンタで自作し，背面にはバッテ
リが着脱交換できるようにしています．また，
GNSSアンテナを上部に取り付け，ケースと一体化
して可搬性を高めています．
　本機は「TouchRTKStation」と呼ばれ，RTK−
GNSSの基準局と移動局の両方で利用できます．
 〈編集部〉
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全部入りポータブルRTK局
「TouchRTKStation」の製作

ラズパイ＆タッチ操作液晶搭載！
PCもキーボードもマウスもねぇ
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